



神 頭 広 好
1は じめに
立地論の分野に於て,Hoover[5]は,Weber[12]の集積の概念をよ





































関する多 くの新 しい情報が素早 く得 られること(接触の利益)や,都 心
部から移動 してきた多種多様な企業の集中傾向に従って商品の需要に対
する変動が緩和されること(不安定性の吸収)な どによって もたらされ




に建てられた快適な駅や,都心部か ら道路または鉄道に沿 って,都 心部
に建てられたのと同質 な都市化 した魅力的施設(例 えば,コ ンサー ト















(5)小売 り商店は,需要を満たすに足る多 くの在庫を有 している。
⑥ 上記の仮定等を踏 まえた本モデルにおける地理的形態は,以下の図に




















































































α及 びβを消去 するために(6)式を⑩ 式 に代入 して整理す ると,
logy=l°gB(u)logRl
ogA(u)
















あることか ら,Sは0と1の 間の値をとる。 したがって,も しSが1に 近
ければ,「消費者に対する都市化経済規模」と 「小売 り商店に対する都市化

























に順次減少 している。ただし,一部北東に位置 している中核都市(小 山
市,土 浦市など)においてSの 環が形成されている。 このことは,東京
都心部における都市化 アメニティに関する財やサービス水準が都心部周
辺地域に順次影響を与えつつ相対的に減少 していることが考察され,そ
れと同時に,交 通条件の改善お よび大型小売 り店等の進出などによっ
て,同都心部の都市化のアメニティに関する財やサービスに比較的影響




が,同都心部か ら遠方に位置 している地域で,比較的Sの 高い地域 とし








較的近接 している地域でSの 異常に高い地域 としては,岐阜市が,都心
部周辺に位置 していながら異常にSの 低い地域 としては,十四山村及び














2)各図 に お け る 平 面 座 標(0.0)は,




























コり コほ リ オ 　
西 ← 一 一 一一一 一 一一 一→ 東
重み付き最小 二乗法を用いて描かれている。




心円的に順次減少 している。 また,そ の広がり方 は,北東(京 都市,大






ると,同都心部に比較的近接 している地域でsの 異常 に高い地域として
は,京都府が,一方異常にSが 低い地域としては,都祁村及び南山城村
が,ま た同都心部か ら遠方に位置 している地域で,比較的Sの 高い地域
としては,姫路市及び彦根市がそれぞれ該当する。
2.回帰分析法による 「S一距離」関数の導出
ここでは,Sと 「都心部からの距離」 との関係を調べるために最 も適合
度の高い 「S一距離」関数を各大都圏別に導出 した。その際,線形,指数形,
対数形及び2次方程式(quadratic)形のそれぞれに対 して回帰分析を行





ら京阪神大都市圏が最 も高 く,次いで京浜大都市圏,中 京大都市圏の順
である。
(b)「S一距離」 関数の定数項にあたるところの各大都市園都心部のSに っ








点におけるS推計値が最 も高 く,次いで京阪神大都市圏,中 京大都市圏
の順である。
(e)各大都市圏における 「S一距離」 関数の2次 の係数を0と 見倣すなら







































































在 している。 これは,都心部の消費者都市化経済規模に強く依存 してい
る地域とそれに強 く依存 していない地域がこの地点 に多いことや,こ の
地点におけるスーパーマーケットや大型小売店等の進出程度の差異によ
るものと考えられる。同 じ地点において同様な現象が,京 阪神大都市圏
















効果の限界地 と考えられる。 したがって,こ の地域は大,中 都市の狭間










されており1°),それ らが 「都心部か らの距離」の関数として表されることな
どを仮定 して,ま ず小売 り商店経営者の利潤最大化による均衡条件式か ら
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S(「小売 り商店都市化経済規模」に対する 「消費者都市化経済規模」の相
対的大きさ)式を導出した。次いで,そ のS式 を用いて3大 都市圏を対象
にSの 空間的様相について考察を行ない,最後に,各大都市圏に対 して最
も適合度の高い 「S一距離」関数を回帰分析法を用いて推計 した。その結果,



















1)例 え ば,Henderson([4],Chap.5)は,ピッ クス の 中立 的 外 部 性 の概 念 を
組 み入 れ た トラ ンス ロ グ関数 を構 築 して お り,同 関 数 を ブ ラ ジル及 び ア メ リカ
合衆 国SMSAに お け る製 造 業 に応 用 して実 証 分析 を行 な って い る。












日現在,3年 ごと調査))を,その地代にっいては,「地代」と 「地価」に,ま た




ターが得 られなかったために,小 売店当たり売り場面積(資 料:小 売り店の販






標はS値 及び都L・部からの距離の各々平均値からなる座標である。 また,楕 円
に関する2っ の軸の長 さは,S値 及び 「都心部からの距離」の不偏標準偏差に








9)こ こでは,元来都 ら部周辺部を対象としているために,都 市化のアメニティ
の存在によってもたらされる小売 り商店の収入増については,敢 て触れなかっ
たが,地 域によっては,そ の要因が強 く作用 していると考えられる。
10)ここで,例えば,国松([15],pp.169-170)は集積の経済を都市化の経済に
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